
 もうすぐパリオリンピックが開�されます。�に�ることも憚るような酷暑の�っ�中、�しいスポーツを
することなど��想�もできないのですが、アスリートたちの�ち�れたエネルギーが�界から�まり�い�
うことで⽣まれる�たな物�に�がときめきます。
 �も�中、2018年に⽩⾎�を�い、その�の�療から⾒事にカムバックした�泳の池江����⼿の��が
NHKで�映されていました。トレーニングに��に�り�む�に�もが��を受けたことでしょう。それにし
ても�めて�いと�じさせられたのは、彼女の泳ぐフォームがとてもきれいなことです。�えた筋⼒をカバー
する�賦の�がやはりあるのかなと��ながら�じさせられました。

 野⼝体操を�さんはご�じでしょうか���者の野⼝三千三�は1914年⽣まれ。��の先⽣として�ども�
に体�の指�をされていました。戦�中の�理がたたり仕事が�けられない�の���を�い、それを�に⾃
�のからだについて�え⾒つめ�して、独⾃の体操論を�り上げていかれました。
 �が�性��の�どもの療�にたずさわっていた40年�上前に先⽣の書かれた�と��い、そのお�えに�
れる��を得ました。野⼝体操を�えて�い�葉で�現するならば、重⼒に�らわないからだのあり�、活か
し�を�ることです。その為には、重⼒を�じ�る�覚と�駄な⼒みを�てて脱⼒の�覚を�くことが⼤切
で、その体操論は⽇�の古武�に�じるような��を受けます。武�においても��の域になると筋⼒に頼ら
ず、その動きにしなやかさが�立つと�います。�頭に池江�⼿のフォームがきれいと�べましたが、�⼒に
�らわないそのしなやかな動きは、まさしく��のものなのかもしれません。
 それまでは���や�動⽣理�等の��的な�点からしか�動を捉えていませんでしたが、先⽣の体操論は
�たな�点を�に�⽣えさせてくれました。��の療�の中で�ども�がからだの動きをイメージしやすいよ
うに��や�びの��を�り�れて�動�題を⾏ったり、呼��を�り�れたりしました。�動性や⾃�への
気づきも先⽣が⼤切にしていることです。
 ��者である野⼝先⽣は⾃�のからだを�して、��論や��、�間論として�くの�々に��を�えてき
ました。そして�も先⽣の�葉を���員の研��で必ず�⽤させてもらっています。

  『�は相⼿を「理�」したと思った�間から「��」が�まる。』何故ならからだの離れた者同⼠が��に理
�することは不可�だから。そして『その��に基づいて�⾒をもつことは⼀�的な「�⾒」となり、』その
『�⾒から⽣じる「��」はあなたの「独�」でしかない。』 うろ覚えで��は�れてしまいましたが、�員
には「理�」は「��」の�まり 「�⾒」は「�⾒」「��」は「独�」と�えます。他者に⾃�の思いを�
えることが苦⼿な�がい者の�援にたずさわっている�たちは、「正しい」「理�した」と�じた時に�当にそ
うなのか⾃�⾃�を疑い�り�ること、⾃�が�援している�を��する⼒が必�です。そしてこのことは、
���援のみならず、��を動かしていく�にも�められます。
 「柔らかさとは、�の�間における��の可�性の�かさである」（野⼝��）
  しなやかさを�い��の事業��に�り�んで�ります。��ともどうぞ�しくお願い�します。
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　かざぐるま通信
発⾏�������いこま��� 発⾏責任者�理事� �井伊知�

理事長　浅井　伊知人
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令和5年度事業報告より

 Ⅲ．地域⽣活�⾨

  �暇活動や��の��も�えてきた中で、�暇に�わる個別�援のニーズが�まっている現状があった。ご�
�・ご��ともに���が�む中、ご��の��や�な��等により����が必�なケースも�く⾒られ、ご
��のサポートを��⾏う場⾯も�えており、ニーズに⼗�に��できない⽇もあった。
 また、相��援においては相���の��に�い、��すべき⽣活のしづらさが���し、�々な他��と�
�する場⾯が�かった。また、��期から20代の年��で��サービスの利⽤に�わらず⽇々のしんどさを相�
したいと来られるケースが�えており、�場�や�との付き�い�等のフォローを�める声が�かった。⼀年を
�して、�々な個々のニーズに�れ、できる�り地域の中でそのニーズを�えられるよういろいろな����等
と��し、動くことができた。�に、���による����の�下に�いご⾃宅での⽣活が�しくなるケース
や、��間の不和によって⽇常⽣活に��が�ているケース、��とのやりとりや��期の⾏動の�しさに��
が必�なケース等が⽬立っていた。また、ご��だけでなくご��に⽣活のしづらさが⾒られる場⾯も�く、�
⾓的に�題を捉えて��する必�があった。
 相�件�は、前年と��して1,328件��している。⼀昨年から�べると3,883件の��となっている。��に
苦慮するケースも�えており、各����に協⼒を�ぐほか、�署内の相�員同⼠が協⼒してケアに当たる場⾯
も�かった。

 Ⅰ．⽇中活動�⾨

 令和5年度の⽇中活動�⾨では、�型コロナウイルスの5��⾏により、�まで制�がかかっていた�くの活動
が再開し、��や⽇�り�⾏、地域とのイベント等が��的に�えることとなった。各事業�の⽣�活動も��
品の開発や、��、�売��等の��により売上をコロナ�前の状�に�づけていくことができた。
 �援においては、���や��のニーズも�まる中、ひとりのメンバーが�くなり、別れを惜しむこともあっ
た。��に�わる研�等や��⽤�の��なども⾏い、メンバーの���持や����な��、�援を�ぶ��
を�やして��の�援に⽣かせる����や�びの��を持った。
 年度末にかけては、��の受け�れ体制の�理やメンバーの�性に�じた活動�の⾒�しを�り、�年度に向
けて事業形�の�更や�異動の��、��を⾏った。
 �業プロジェクトでは、�⽥���念財団のお声がけにより、ひとり��帯へ��野菜を�ける「奈良のとれ
たて野菜デリ」の��に��し、��め作業や��作業をメンバーが主体的に⾏った。より�くの野菜を�けら
れるよう、作付けの品⽬の��や⾵のファーム��の畑の野菜も�り�れるようにして�り�んできた。

  Ⅱ. ���⾨
 昨年10⽉に��ホームメンバーがご��され、�めての看�りとなった。当事者の覚�レベルが�下して�思
��が��になっていくなかで、�に���持に⼤切な３つの��「�べる」「�る」「��」の�いクオリティ
ーをもった�援について⽇中・���⾨と看�師・�理栄�⼠と協�してきた。例えば、��の�きな�べ物を
�べやすい形�で、快�な�りには⽇中を�めてどの時間にどのような��で、��にはトイレへの�乗のタイ
ミングやおむつの使い�等を��性も重ねて�論を⾏った。�療⾯での不�は⽇々�じていたが、��等による
地域の�療��の協⼒を得られたことはとても⼤きく、�援者側にとって���を⽣み��の���への��で
は�かせない�件であることも再度�識させられた。
それ��の利⽤者においても��問題は⼤きなものになりつつある。�療��との��は��も更に��してい
かなければならない。
 また��⼒の�下もあって、年々�末や�期休みにホームで�ごす利⽤者も�えてきている。�暇の��を�る
為にも�材の�得や�員体制の⼯夫も��更に必�となってきている。
 ⽇�財団の�助金申�では不採⽤となったため、�年度��に⼩瀬のグループホーム����は�期となっ
た。�築コストや�員配�等の��も�慮して、現在の����の再�成を⾏う。
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令和6年事業計画より

 Ⅲ．地域⽣活�⾨

 �暇�援においては、コロナ�の�動もあって、�暇�援や��のニーズが�い。地域の中で��して��でき
るような仕�みを�立したいが、地域��の量も�も⼗�ではない現状がある。�しでも地域での暮らしに彩り
が�え、�暇の��につながるよう、�援体制の��に�めていく。
 相��援においては、��の�度や�性だけで��できない、⽣活のしづらさを�える当事者の�々に�して、
それぞれのニーズを丁寧に�み�りながら��背�や⽣活�体を踏まえた�括的な�援の�み立てが必�であ
る。また、ご��の�思決��援を⼤切にし、ご��の�⾒やニーズを�援の中�に据えながら、⾃�のことを
⾃�で決めたり�んだりする場⾯を重�していく。そして、この地域で��して⽣活できる��を�えていくた
めに、���野のみならず�々な����と��し、地域の中で�援の必�な�々を�括的にサポートしていけ
る⾯的な�援体制の構築を⽬指していく。

 Ⅰ．⽇中活動�⾨

 令和6年度からはムーランを�労���援B型から⽣活��へ、⼯��に⽣活��を�たに�えるという事業形
�の⾒�しを⾏いスタートする。メンバーの活動�の異動や����者も�わり、��112�で活動を⾏ってい
く。
 メンバーの�体状況や���性にも配慮し、必�な��を��することで“���”や“やりがいや⾃�”を持っ
て仕事や活動に��してもらえるよう�り�んでいく。
 �業プロジェクトでは、昨年⼟��や暑さなどから⼀�の作物が不作だったことを踏まえて、�策を�じ��
した野菜の��が⾏えるように�り�む。また、昨年からスタートしたひとり�の�へ宅配事業「とれたて野菜
デリ」に令和6年度も��する。�⼯品については��した野菜やつながりのある��事業�等からの�材料の
仕�れにより、��的な�⼯品の��を��する。
 働くプロジェクトでは、��の⽣�活動における売り上げ��、⼯賃向上に向けた��を⾏う。また、売り上
げ��にもメンバーが活動や仕事をしている中でやりがいや⾃�を�じられるような��を提供する。

  Ⅱ. ���⾨

 ���・重度�に�い⽣活�援へのニーズや��は�くなっている。�思決��援や��技�など�援の�が
�められている中で、�材�保は⼗�とは�えない。そういった中でも��して研���を��し、�国�スタ
ッフの�⽤やメンバーの体��理やより良い�援を⽬指すためにICTを上⼿く活⽤しながら�材不⾜の�題を�
決していく。
 暮らしプロジェクトでは、⼩瀬��グループホーム開�に向けて、ここからの5年間とそれ��では⽣活�援
を��的に必�とされる年��も異なることが想�される。そのため、�ある⽣活�援の�点を�めて、��を
⾏いやすい�点・���性に�じた�点について再度����を⾏う。



2 0 2 4年 8⽉ � 2 4�

日中活動部門より

 令和5年度は、�型コロナウイルス�染�が5�の�り�いへと�⾏し、⽇中活動でも、どこまで�染�策を�め
ていくかを�みながらスタートした1年でした。
 �間⼀�的にイベントなども�常�り��されるようになり、⽇中活動でも地域との�わりや�がりを例年�上
に持つことができた１年となりました。 

 地域�流では、��の⼩��、��との�流の��や中�⽣の�場体�の受け�れ、��⾒�で地域の�が来
�される��もたくさんありました。
 壱�⼩��との�流では昨年に�き�き、�年の7⽉に壱�⼩���クラブに��させていただきました。�
30�の児�に��き体�ではがきサイズの�を作成してもらいました。⽜�パックの�からハガキができるまで
の⼯�を体�してもらい、みんな�味津々で⼀�に�しい時間を�ごすことができました。

 また、�年に�り、アルミ�回�ボックスを�いてくださっている⾃��の�から⾒�のご��をお受けする
こともありました。アルミ�は、地域の�々な�にご理�とご協⼒をいただいて、⽣��内の各�にかざぐるま
専⽤のアルミ�回�ボックスを��させていただいており、メンバーさんがアルミ�を回�したり圧�したり
と、�く��して�り�ませてもらっているとても⼤事なお仕事です。
 ⾒�に来てくださった�は、��アルミ�を回�してもらっているが、どのようなお仕事につながっているの
か、どのように�に立っているかが知りたいとのことでした。⾃��の中でも若い�代の�はアルミ�回�ボッ
クスを�いている理由がわからない�もいるとのことで、その�味などもしっかり�えていきたいと�してくだ
さいました。
 �年�けさせてもらっているアルミ�回�のお仕事も、当たり前ではなく、こうしたご理�のもとに成り立っ
ていること、そしてその�味を�たちもしっかりと発�しなければならないことだとあらためて�じる��とな
りました。 

�都� �都���

枚�� ひらかたパーク 堺� ハーベストの�

かざぐるま、ゆうほ～所属長　大谷　健太郎

�⽥� ニフレル

 再開した活動のひとつに、各事業�に�かれて4年ぶりに⽇�り�⾏を��した
ことが挙げられます。メンバーさんはお⼟�を買ったり、バスでカラオケをした
り、各々が久しぶりに�しい時間を�ごされました。こうした�暇活動が⽇々の
お仕事の励みにもなって、より⼀��⽇の活動が��したように思えます。
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 ⼀�で、令和6年度は����サービスの�酬��が⾏われ、�たち��事業�の��にも⼤きな��を�え
る��となりました。制度の�⾰にも��しながら、現場ではメンバーさんの活動内�や、�活動の�成⾒�
し、事業形�の�更にも�り�みました。��者間での�し�いや��を�して、メンバーさんがよりよい��
の中で、ご⾃�の⼒を��上に発揮してもらえるためにはどうしたらいいかを�みながら、��での�情やご�
�も⾒て�めてきました。また、年を重ねるにつれて、�体��が�しずつ�えてこられた�には、��を�え
て����を��したり、�事形�の⾒�し、��技�の研�などを�じて、����に1⽇の活動を�ってい
ただけるように�り�んできました。
 �しい体制の中で不�も�じながら、令和6年度のスタートを切りましたが、�半年が��して�では各メン
バーさんが元気よく活動に��してくださっている��が⾒受けられています。��はさらに、「�思決��援」
ということをテーマに掲げ、メンバーさんの�思��や想いを�る�援、臨��理⼠さんによる発��査から�
�の�性を�る��なども�り�れ、メンバー⾃�の想いを�しでも�現できるように⽇中活動を�開していき
たいと思っております。
 まだまだ未�な点も�いですが、メンバーさんが主�になって⾃�とやりがいを�じながら、たくさんの��
を積み、�択�が�がっていけるように�り�んでいきたいと思っております。

 イベント��では、昨年度あらたにひよりを中�とした⽵のワークショップを開�しました。��の��でも
ある⽵から「メンマ」の�品�に�⼿し、そのメンマの�材料となる�⽵を採�し、�どもたちと⼀�に“⽵の�
⼒を発⾒しよう�”というイベントを��しました。いこま⾥�クラブの��のご協⼒もあって、イベントは申し
�み開�からすぐに�員が埋まり、⼤盛況となりました。このイベントを�じて、⽵林��という地域�題にも
向き�い、⽵の��に�わる��がひとりでも�くなることを願って、⽵の�⼒を�えさせてもらいました。
 令和5年度はここには��しきれないほどのイベントや⾏事があり、たくさんの�との��いや喜びが�まっ
た1年間となりました。
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 さて、�援センターは昨年度に�き�き、兼��め、相�員6�・事�員2�でスタートしました�⽣��内に
お�まいの、知的に��のある�や⽣活のしづらさのある�々の⽣活��にわたるお⼿�いをさせていただいて
います。�しずつケース�が�え、現在は、中・��⽣から80代まで、400�を超える�々とつながっていま
す。�らく⾃宅から�ていない、�場でしんどさを�じている、���業�の�路が不�…など、いろいろなお
�を�きながら、その�の⽣きてこられた背�や�⽣の物�に�れ、ご��やご��が�しでも�しく、�しで
も快�に⽣活できるよう、�⾏��しながら��しています。

 みなさんは、『�思決��援』という�葉を�いたことはありますか�
 ⾃�の気持ちをうまく�現できない�や、��で�える⼒はあるけど雰囲気に流されて希�と�うことを�っ
てしまう�、�現しているけれど周りの�援者がそれを⼗��み�ることが�しいケースなど、���性も⽣活
状況も�々な中で、いろいろなケースがあります。���性により�思の��が�しい�については、�たち�
援者がご��の前�の��や�情、⾏動等から想�してご��の�思を�み�る作業をします。ご��の⼀つの
�択になるのだから、とても重�な��です。責任重⼤だなぁと���に��しています。だって、⾃�の気持
ちって⾃�にしか�からないのだから。それをうまく�えない、�えられない、�かってもらえない…って、�
構ストレスだと思うのです。だから、できるだけ、その時のご��の�の気持ちを�める、それぞれの⽣きてこ
られた背�を理�して⼤切に想える事業�でありたい、そう�めたいと思っています。

 

生活支援センターより

 7⽉の�休�け、�援センターの��前でかわいい声を�かせてくれていたツバメち
ゃん4⽻が巣から�び立ちました。�⽇のように「あぁ〜⼤きくなってる♪」「かわいい
なぁ�」と�たちや来�者を�してくれたツバメちゃんたち。かわいい�しをありが
とう�(^^♪また来てね��

昨年のBBQイベント『しゃべり場♪

料理��（ワンパン★ナポリタン�）

 �年度は、料理��や�暇的なイベントの開�も、順���予�です。この7⽉に
は、若いメンバーたちから「友�を作りたい�」「同年代の�と仲良くなりたい�」と
いう声を受け、『働く（働く��中の）アンダー30歳のBBQイベント♪』を開�するこ
とになりました。�がいがあってもなくても、お�いの�いところをフォローし�え
たら、それでOK�� このイベントが、みんなをつなぐひとつのきっかけになればい
いなぁと願っています。
 また、昨年から再開した料理��は、���制に�更し、卵焼き・ワンパンパス
タ・ジャージャー�など、�回⼀�でも簡単に作りやすいメニューを��していま
す。�回、和気あいあいと、何とも�しい時間です���してくれた�さん、お�で
ぜひ作ってみてくださいね�

 そんなこんなで、�年も�援センターはみんなで⼒を�わせてがんばります� お
�くに来られた�は、ふらっと立ち�ってください� どうぞよろしくお願いいたし
ます。

生活支援センター所属長　高曲　友理子
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ホームより

 ゴールデンウイークにコロナ��、久しぶりのイベントを⾏いました。女性
GHは、お�りイベントで、たこ焼きやフランクフルト、アイス等の�べ物��
の他に、お菓��りやスーパーボールすくいの�び��もあり、⼤いに盛り上
がりました。ミャンマー�のスタッフやメンバーさんが��やはっぴを�てお
�り気�を�しまれました。
 男性GHは、BBQを⾏いました。�気も良く�さん�しそうに焼きたてのお⾁
やおにぎり、デザートをお腹⼀��べて、⼤�⾜な1⽇となりました。
 ��ホームは男女�同でBBQを⾏いました。��の�上でする予�でしたが、
あいにくの⾬模�で、テラスにBBQコンロを�き、南�堂で�事を�しむこと
になりましたが、それでも�さんお腹⼀��べて�⾜されていました。

久しぶりのイベントを楽しみました！

 6/14〜19まで5⽇間、ホーム�員1�の��を⾏いました。��された⽯川�
精��（��者��）は、���にあり、��も�災したため、重度の�は他
�の��で別々に受�れられ、その他の�は�城��に場�を�りて⽣活され
ていました。
  ��に�援�援に⾏ったホーム�属の⼤⻄�員に、��先の��のこと、利
⽤者さんのこと等について�を�きました。

能登半島地震の被災地応援に職員を派遣

ホーム所属長　面松　大介

 ⼤⻄����の�災状況は�下が�っ⼆つに�れたり、⼤きい�れで上の物が沢�落ちてきたそうです。�災当�か
    ら精��に��して良いと声がかかっていたとのことですが、�員も理由は�からないそうですが��は�って
    おられたらしいです。

穴水町の被災状況はどうでしたか？

被災時の利用者と職員の状況はどうでしたか？
 ⼤⻄�パニックになられる利⽤者もいたそうです。�下が�れたことで��も�来ず、利⽤者の���が�にお⾵呂
    を作ってくれて、そのお⾵呂を使い�しの間は⽣活していたとのことです。 �が��で⾏った時には、�員は
    �休を�ることが�来ていました。��まで�い�で⾞で2時間かかるようで、�休を�らないと��に�れな
    いとおっしゃっていました。

 ⼤⻄���で⾏く前はもっと地�の�があったり、地�によって崩れた物の掃�等あると思っていました。でも�災地
    から離れ、精��では災�の�はなかったです。�さん⾃�のことは⾃�でして、いつ元の場�に�れるかも�
    からず、��とも別々になり、不�はあると思います。�員からは、�たちが��で⾏くことで利⽤者の�す�
    �が�えたと�って下さいました。��に⾏って�来る�援は�られていますが、まだまだ�援は必�だと�じ
    ました。

 ⼤⻄�利⽤者の�から地�の�をして下さいました。�下が�れた、友�と離れ離れになった等お�を�かせて頂き、
    いつ�れるかは�かりませんが、�員も利⽤者も前を向かれているように�じました。

地震から半年が経過していますが、状況は変わってきていましたか？

派遣に行く前後での、大西さん自身の感想または印象を教えてください
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 5⽉22⽇と6⽉26⽇に⼆回に�けて、⼩瀬のグループホームに�わる�員を
中�に、千葉�にある������菜の��の��を⾒�してきました。⼩瀬
のグループホームに�わってもらっている株式��ゆう�築��が�わられた
��です。
 �回は、30年�上暮らした����からの��で�たに�築された��「ゆ
めふる成⽥」を重点的に⾒せて頂きました。「ゆめふる成⽥」その�前の由来
は「�が�る・フル（�タン）」だそうです。25,402.41㎡の�地に40��員の
�まいと20��員の⽣活��を、�べ�⾯積3006,65㎡で�築されています。
 40�の��の�々への�まいを�・夏・秋・�の4棟8ユニットに�けて⼤よ
そ6�ずつの�まいの場として��されています。どの��も個�を尊重した
「快�さ」が��され、���性にも�わせた⽣活�間を作られていました。
各��の⼤きさも畳14畳と�常の��基�の6畳を��上上回る�さでした。

社会福祉法人菜の花会の施設を見学

居宅部門より デイケア所属長　伊藤　貴訓

��8

��2��1 ��4��3

��7��6��5

  ��という事もあり、��者が決まっていた中で「個��」なるものを作成し、��性、内�材、��、洗⾯、トイ
レなど�まいに�かせない項⽬を各々の��者�にチェックして⼯夫を�されていました。
 カーテンを気にされる�は�を⼆重サッシ（��１）にしていたり、照�のスイッチを気にされる�はキーを�し�む
形の物（��２）に�えていたり、�の�さや�の材�（��３、４、５）・トイレ（��6）の有�等同じ��は⼀つ
とありませんでした。また、⽣活��等も�識して、他の�の⾏動が気になってしまわれる�の��には専⽤��（�
�7）を作られる⼯夫もされていました。
 まさしく�が�物に�わせるのではなく、�物が�に�わせるという�え�での�築の⼯夫と��者の���性の把�
が⾏き�いた�物でした。
 ⾒�のほかに�援��についてや、��から開�までのエピソード等もお�きすることが�来ました。また、���に
�う���下等がある中で、何かあった場�に状況把�が�来るように各��に⾒�りカメラ（��8）を��されてい
たりと、⽬的を持った中で����も��されていました。
 これからも⼩瀬の��に向けて、��上の⼯夫や�援上の⼯夫をされている��を⾒�させてもらい、メンバーの�々
が����に⽣活してもらえる�間を作ることが�来ればと思います。
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カイン タジン 
�署���ホーム ��⽇�2024年4⽉20⽇

3⽉から⽇�に来て１ヶ⽉間の研�を受けて、４⽉19⽇にいこま���の仕事は�めました。まだま
だ不�れないことも�いですが、早く仕事に�れるように、⼀⽣����ります。��がやさしく�
えて下さるので、�しく仕事が�来ています。これからもよろしくお願いいたします。

�� はるな（とまる はるな） 
�署���ホーム ��⽇�2024年4⽉1⽇

4⽉から�国��員・アルバイトの��のサポートをしています。�さん�1年ぐらい�国で⽇��を
��して来⽇し、仕事に励んでおられます。（現在、ベトナム�1�、ミャンマー�8�）�さんが�
葉の�を�え、��の�いも�しみながら仕事や⽣活ができるよう�えていけたらと思います。よろ
しくお願いいたします。

ミャンマーからの��技�⽣

ユ ラィン ティン
�署�グループホーム ポピー ��⽇�2024年4⽉20⽇

��は5�います。おかあさんと�⼀�と兄⼆�と�です。⼤�を�業しました。専⾨はれきしです。
2024年3⽉18⽇に⽇�にきました。1ヶ⽉の研�を��しました。いまも�任者研�を��していま
す。4⽉からグループホーム「ポピー」で働いています。��の⽇から�まで先�たちがいろいろなこ
とを���えてくれました。��は仕事場でよくできるかできないか�配な事があったのですけど、
�さんのおかげさまで仕事場でよくできるようになりました。もっと上⼿になるように��ります。

 ミャンマーはとてもきれいな国です。�も�も
うみもたくさんあります。のうぎょうが主な仕事
です。きちょうなほうせきが�く��されています
から“ゴールデンミャンマー”とよんでいます。
他にもみりょくてきな場�もたくさんあるので、
チャンスがあれば�も�びに来てください。

�⽊ ��（つなき まい）   
�署�笑⾵� ��⽇�2024年4⽉1⽇

４⽉から笑⾵�の担当になりました�⽊です。まだまだ未�ですが、先��からたくさんのことを�
ばせていただいています。利⽤者�の笑�や�しそうに活動されている�を⾒ることが�のやりがい
です。��から�頼してもらえるような�員になれるよう��りますのでよろしくお願いいたしま
す。

新人紹介

カイン プイン ピュー 
�署�かなで�・��ホーム ��⽇�2024年4⽉20⽇

2024年3⽉18⽇に⽇�へ�きました。��について研�に1ヶ⽉��しました。4⽉19⽇にかざぐるま
へ�きました。4⽉20⽇からかなで�に��しました。１しゅうかん1回とまりをしています。利⽤者
さんをかいじょするのがじょうずな�員になりたいですから、いっしょうけんめいがんばっていま
す。これからもよろしくお願いいたします。

ミャンマーはどんな国でしょう�
ユさんが�えてくれました�

2024年度4⽉����の�員（常�、嘱�、��技�⽣）の��

＊�さん⼀⽣��⽇��で書いてくれました。
ほぼ��のまま掲�しています。
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これが本当の美味しいメンマ（味付けメンマ）
ひよりの塩漬けメンマ（塩漬けメンマ）

生駒市高山産の幼竹でつくる純国産メンマ。
今年はたくさん収穫ができたので、味付けメンマ、塩漬けメンマ
として保護者、職員、一般店舗にも販売しています。味付けメンマ
はおつまみやご飯のおかずに。塩漬けメンマは塩抜きをしてお好み
の味付けで召し上がってください。

ひよりの地域共生味噌

奈良県産大豆と米�を使用し、生駒市健康づくり推進員協議会
の皆様から、おいしいお味噌の作り方を受け継いで作ったこだ
わり味噌です。大豆の味が引き立つ手作りで無添加の懐かしい
母の味がするお味噌をぜひ一度ご賞味ください。カフェのラン
チでも提供を行っています。

ブルーベリー

今年は三郷町にある事業所「ちいろば園」さんのブルーベリー
農園でブルーベリーの収穫を行っています。
甘酸っぱくて大きな実のブルーベリーがたくさん採れていま
す。昨年からひよりで製造しているブルーベリージャムやムー
ランで試作中のブルーベリーケーキ、ゆうほ～のランチなどで
も提供できるようにしたいと思っています。メンバーさんの手
摘みのブルーベリーを楽しみにしてください！

授産品の紹介

�� 〒630-0222 奈良�⽣��壱��356-2 ������いこま���
TEL 0743-77-9900   FAX 0743-77-6868

URL https://www.ikoma-fukushi.net/  Email ikm-fukushi@kcn.jp
��責任者�⾯� ⼤�

 


